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(一昨年度・昨年度在宅型取組１００％達成の可茂) 

【令和２年度黒川中学校 家庭教育学級研修講座①】より 

STAY HOME 家庭での過ごし方 交流しませんか？ 

黒川中学校の家庭教育学級では「五感を生かして

学び、家庭生活を充実させ、我が子との関わりを深

める。」というテーマをかかげて活動計画を立てて

みえましたが、新型コロナウイルスの感染拡大によ

り、計画変更を余儀なくされました。そこで休校期

間中にいかに過ごしたのか？右のような“おさそい

の便り”を発行されました。 

そして、まとめを交流冊子として印刷し、全家庭

に配付されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 級 名 黒川中学校 家庭教育学級 

実 施 日 時 ５月２９日まで休校期間中 

参    加 全校生徒とその保護者、および教職員 

主催者の願い コロナによる休校期間をいかに過ごしたか？今で

きること、今だからこそ皆で共有できることに取

り組み、少しでも元気に過ごしたい。 

可茂県事務所 振興防災課  

家庭教育推進専門職 鈴木淳司 

〒505-8508 

美濃加茂市古井町下古井 2610-1 

TEL：0574-25-3111 内線 208 

FAX：0574-25-3934 

在宅取組型の家庭教育学級 
 

＊自分の家では「リビング学

校」と言って家での学校を

開きました。例えば、掃除

のはじめのチャイムで黙動

をしたり、授業を始める時

も中学校での挨拶をしたり

しました。（生徒） 

＊「リビング学校」で掃除の時間にみんなで掃除をしてくれた

のが母はとてもありがたかったです。（保護者） 

＊家族みんなが先生になり、お互いに分かるところを教え合い

ました。教えるって大変！学校の先生のありがたみを感じる

体験でした。（保護者） 

この取組以外にも、在宅で

18 ページに及ぶ「１次救急

処置を学ぼう」の資料を親子

でじっくり読み、119 番通

報のロールプレイなどを実

践されました。コロナ禍にお

いて工夫して研修してみえ

ます。 

 



誰かのために何かができる「１家庭１ボランティア」 

白川中学校の家庭教育学級では、岐阜県道徳教育振興会議の「１家庭１ボランティア」運動をもとに、

毎年、夏季休業中に「１家庭１ボランティア チャレンジカード」に取り組んでみえます。下記のよう

に、取り組み後のお家の人からの感想欄には祖父母の方からの素敵なメッセージも届いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※岐阜県家庭教育支援条例をもとに家庭教育で育む力を

９項目設定しています。今回の実践では、どんな力を育む

のか該当するものを  で示しています。 

当然、複数の力にまたがる

ときもあります。白川中の

実践では、家庭内での声の

かけ合い、応え合いから家

族に対する思いやりも感

じられました。 

 

 

 

➡いつも「やって！」の一言で動いてくれるので助かっています。お風呂そうじも小学校時代からやり慣れて

いるので、進んでやってくれました。 

➡調理も手際よくパッパと出来るようになっていて、とても助かりました。これから、調理後や他の事にもチャ

レンジして幅が広がると皆も助かるし、自分のためにもなると思います♡ 

➡毎日、お昼ごはんを作ってくれてありがとう！！とっても助かりました。こちらが言わなくても自主的にでき

たことがすごいと思います。（母） 

➡家族の一員として嫌な顔をせず手伝ってくれます。（夏休みに限らず）洗濯物も気づけば、たたんでくれる

上出来の孫です。 

学 級 名 白川中学校 家庭教育学級 

実 施 日 時 ８月１日～８月１７日までの夏季休業中 

参    加 全校生徒および保護者 

主催者の願い 家庭教育学級に集まっていただく機会がない、

親御さんの多くが働いてみえる環境の中で、「や

らされるものから脱して、在宅で誰でも気軽に

できる取り組み」を目指しました。 

県の事業をうまく活かしての在宅取組型です。野菜を種か

ら育てた、お盆を迎えて祖母と妹でご先祖様の仏壇の掃除

をしたという実践もありました。 

在宅取組型の家庭教育学級 
 


